
○遠別農業高等学校の支援（遠別農業高校活性化プロジェクト）
＜背 景＞

・平成27年に入学者数の減少により、廃校の危機となった。
⇒ 高校存続には、これまでの財政的な支援とは別の角度からの支援が必要となるため、行政、高校、
ＮＰＯで協力体制を構築

＜取組内容＞
高校のＰＲを中心とした事業展開
・高校の魅力を伝えるＷＥＢサイト「遠農物語」を開設
・ポスター・パンフレットを一新
・ふるさと納税の返礼品として遠別農業高校の加工品を提供

・札幌市に遠農アンテナショップを開設

○ＮＰＯのその他の活動
「民間と行政の中間」的な業務を担当し、まちづくりに関わる広い分野で活動。

（参考URL：http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/kyouryokutaiHP/）

【人口】2,702人【世帯数】1,338世帯（H30.3末現在）

・ 遠別町は北海道北部のオロロンライン沿いに位置
・ 日本海に面し、北限の稲作地でもあり、漁業・農業
などの一次産業が盛んな地域

・ 町面積の８割以上が森林

・ 地域おこし協力隊として行った地域活性化のための
様々な活動を任期終了後においても継続すべく、協力
隊の卒業メンバーが2014年にＮＰＯを設立。
・ 地域の住民・団体等と協力して、地域が持続的に発
展していくために必要な各種事業を実施し、まちづく
りに寄与することを目的としている。

・ 遠別農業高校活性化プロジェクトがメディア
に取り上げられたことや、ウェブによる情報発信
の波及効果等により、入学者が増加。

【遠別農業高等学校の入学者数推移】
H27年度 14名（※遠農物語スタート）
H28年度 16名

H29年度 18名
H30年度 26名

・プロジェクト立ち上げ当初は、学校に外部の人

間が取材に入るということで、先生や生徒との
信頼関係の構築に苦労した。

・今後の課題は、ＮＰＯの活動を行政の補助事業
中心から、どう自主財源にシフトしていくか。
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地域おこし協力隊による地域づくり事例

～行政－ＮＰＯ法人－教育機関（高校）との連携による地域づくり～
実施主体：ＮＰＯ法人えんべつ地域おこし協力隊（遠別町）

地域の魅力発信<キーワード>

ＮＰＯ法人えんべつ地域おこし協力隊

電話：01632-9-7151

本取組のお問い合わせ先

【町からの受託事業】 【自主事業】

・移住交流事業「ちょっと暮らし体験」コーディネート業務受託 ・カフェ「コメドコロ」の運営

・町ＰＲ・情報発信推進・イベント支援業務受託 ・キクイモの販路開拓・加工品開発

・学校ＩＣＴ支援業務受託 ・地域外のICT教育支援

・単身者交流会事業、高齢者見守り支援 ・地域外の写真撮影・デザイン業務

移住・定住の促進

http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/kyouryokutaiHP/

